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埼玉県鴻巣市では、国連が採択した児童の権利に関する条約の理念に基づき、2025 年４
月に鴻巣市こどもの権利条例（令和７年鴻巣市条例第８号）を施行しました。この条例は、
全てのこどもが生まれたときから持っている権利を保障し、こどもの権利に対する理解を深
めることにより、こどもの健やかな成長を支援することを目的とし、こども・子育て支援に
関する取組の充実により、こどもまんなか社会の実現を目指すとしています。
また、2025年度からの５年間を計画期間とする「鴻巣市こども計画」のもと、こども・若者、

子育て世帯に対する切れ目のない支援を行い、計画における将来像「すべてのこども・若者
が自分らしく成長できる　こどもまんなか・こうのす」を目指して、様々な施策の展開を図っ
ています。
放課後児童クラブについては、同計画に定める基本目標の一つ「こども・若者の人権と最

善の利益が尊重される環境をつくります」を実現するための具体的な取組と位置づけ、放課
後の居場所を必要とする全ての児童が、安全・安心に過ごせるよう、施設の運営管理や受け
皿の確保に当たっています。
鴻巣市内には、小学校が 16校、児童約 5,100 人が就学しています。その中で、通年で開

室する放課後児童クラブは 23クラブ（公立 16クラブ、民間７クラブ）あり、約 1,600 人
の児童が利用しています。2026 年４月１日現在は全ての放課後児童クラブで待機児童は発
生していませんが、児童数の増加に伴い、一部の学区では、定員超過が見込まれる状況にあり、
2027年４月の開設を目指し、民設民営による新たな施設の整備を進めています。
また、2019 年度から「長期休業期間限定児童クラブ」を開室し、夏休み４か所・冬休み

１か所・春休み１か所で実施しています。
2018 年度以前は、長期休業期間中だけ利用を希望する児童も学区内の通年クラブで受入

れを行っていましたが、次のような課題がありました。
①　�長期休業期間のみの入室児童受入れにより、一時的に児童数が増加することで、通年入

室児童の生活リズムの乱れやトラブルが増加し、支援員の負担が増加すること。
②　期間限定の利用児童や保護者に対して、十分な支援が行き届かないこと。
③　�クラブの空き状況により、学区内のクラブに入室できる児童と学区外のクラブに入室せ

ざるを得ない児童が生じ、利用者の間で不公平感があること。
これらの課題を解消するため、長期休業期間限定で支援を行う児童クラブの開室に至りま

した。
この児童クラブは長期休業期間だけの限定で開室するクラブであるため、必要な期間や場

所に応じて開室しています。また、保護者の送迎を前提としているため、鴻巣市内の小学校
に在学していれば、学区に関係なく、クラブを利用することができます。このため、自宅よ
りも勤務先に近いクラブを選択する保護者もおり、利用者の約半数以上がリピーターとなっ
ています。
長期休業期間限定児童クラブ利用者に毎回アンケートを実施し、ほとんどの方から「満足」

との回答を得ています。こどもたちからは、「イベントが楽しい」「普段とは違う友達ができ
てうれしい」などの意見や、保護者からは、「長期休みにこどもたちだけで留守番をさせる
のは不安だが、安心して預けられる場所があって助かる」「ほかの利用者と楽しく過ごして
いる」などの意見が多く寄せられています。

長期休業期間限定児童クラブ
―長期休業期間（夏休み・冬休み・春休み）のこどもの居場所（寄稿）―ダイジェスト⑧
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また、運営事業者からは、長期休業期間限定で開室することにより、「通年クラブの支援
員の負担が軽減された」との意見がありました。
鴻巣市では今後も「待機児童ゼロ」を目指し、こどもたちが安心・安全に過ごせる「放課

後の居場所」を確保するため、より一層児童の健全育成に向けた支援の取組を進めてまいり
ます。

図表 1-2-31 「取組活動」の様子




